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個人情報の適切な管理

・使命感や責任感・倫理観

「北海道における教員育成指標」に示す資質能力のうち、本講座で取り扱う内容
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個人情報の適切な管理の重要性

デジタル化の進展に伴い、誰でも簡単に世界中に情報発信

ができるように。

学校には児童生徒等の個人情報が多く集まることから、そ

の情報の適切な管理が強く求められている。

インターネット上に個人情報が流出した場合、それを完

全に消し去ることはほぼ不可能であり、当事者が生涯苦

しむことになりかねない。



○ 個人情報の保護に関する法律

・「個人情報」の適切な取扱いに関し、個人情報の有

用性に配慮しつつ、「プライバシー」の保護を含む

個人の権利利益を保護することを目的とする法律
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法制度の概要
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個人情報とは

○「個人情報」の定義（法第２条第１項）

生存する個人に関する情報であって、次のいずれかに該当するもの

・当該情報に含まれる氏名、生年月日その他の記述等により特定の個人を識別する
ことができるもの
■ポイント
氏名、住所、性別、生年月日、顔画像等個人を識別する情報（＝一見して個人

情報と分かりやすいもの）に限らず、個人の身体、財産、職種、肩書等の属性に
関して、事実、判断、評価を表す全ての情報であり、映像、音声による情報も含
まれる。
また、他の情報と容易に照合することができ、それにより特定の個人を識別す

ることができるものとは、例えば「姓」のみでは特定の個人を識別できなくても、
「姓」＋「学校名」＋「学年」＝情報の組合せで特定の個人が識別可能な場合な
どを言う。

・個人識別符号を含むもの
例）身体の特徴（DNA、顔、手指の静脈）／役務に利用される符号（運転免許証

番号、旅券番号、基礎年金番号、マイナンバー）

個人情報に当たるか否かは常に一定ではなく、記録されている他の情報と

の組み合わせによって変化する。
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個人情報とは

○「要配慮個人情報」（法第２条第３項）

個人情報のうち、不当な差別、偏見その他の不利益が生じないよう

に特にその取扱いに配慮を要する情報

個人情報

要配慮
個人情報

要配慮個人情報の例

障害の状況、病歴、健康診断の結果、
犯罪の経歴、犯罪の被害を被った事
実、人種、信条、社会的身分など
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個人情報の取得・利用等

○取得時の注意点①

「必要以上に集めない」

（法第６１条）

行政機関等は、個人情報を保有するに当たっては、法令（条例を

含む。）の定める所掌事務又は業務を遂行するために必要な場合に

限り、かつ、その利用目的をできる限り特定しなければならない。

個人情報を取得する ＝ 漏えいするリスクを負う



7

個人情報の取得・利用等

○取得時の注意点②

「利用目的は本人にわかりやすいように」
（法第６２条）

行政機関等は、本人から直接書面（電磁的記録を含む。）に記録さ

れた当該本人の個人情報を取得するときは、次の各号に掲げる場

合を除き、あらかじめ本人に対し、その利用目的を明示しなければな

らない。

※利用目的の明示の例外

（法第６２条各号）

・人の生命、身体又は財産の保護のために緊急に必要があるとき

・利用目的を本人に明示することにより、本人又は第三者の生命、身体、財産その他の

権利利益を害するおそれがあるとき

・利用目的を本人に明示することにより、行政機関等が行う事務又は事業の適正な遂行

に支障を及ぼすおそれがあるとき

・取得の状況から見て利用目的が明らかであると認められるとき
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個人情報の取得・利用等

○利用時の注意点

「目的外利用・提供は原則禁止」

（法第６９条）

行政機関の長等は、法令に基づく場合を除き、利用目的以外の目

的のために保有個人情報を自ら利用し、又は提供してはならない。

【目的外利用・提供が認められる法令の例】

・刑事訴訟法 第197条第2項及び第507条 など

※目的外利用・提供が可能な場合

（法第 69 条第 2 項）

・本人の同意があるとき、又は本人に提供するとき

・保有個人情報を行政機関の内部で利用することについて相当の理由があるとき

・他の行政機関に保有個人情報を提供することについて相当の理由があるとき

・統計の作成又は学術研究の目的のために保有個人情報を提供するとき

・本人以外の者に提供することが明らかに本人の利益になるとき



9

個人情報の保管・安全管理等

○紙文書の保管

・鍵付きの書棚に保管する

・保管場所を決めておく

・持出記録等をつけておく

○電子データの保管

・ファイルにパスワードをかける

・生徒がアクセスできる領域に保存しない

・複製は最小限に
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個人情報の漏えい等事案

○事故事例（メール送信）

複数の保護者にメール送信時に、ＢｃｃではなくＴｏに宛先を入

力し、メールアドレスが漏えいした。

個人情報の漏えい事故が発生した場合は、直ちに報告

○事故事例（郵送・手渡し）

生徒の個人情報が記載された文書を、個人情報が記載され

ていることに気付かずに、宛名と異なる生徒に配付した。

○事故事例（Google フォーム）

生徒アンケートの回答結果について、教員に対してのみ共有

したつもりが、生徒にも見えるよう設定してしまった。


